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１．幼稚園での遊びとは

　平成 30 年度から，幼稚園教育要領が改訂されるが，環境を通して行う教育を基本とすることや，

遊びを通しての指導を中心として行うことは変わらずに示されている。

　環境を通して行う保育では，幼児の主体性と教師の意図がバランスよく絡み合い成り立つもの

であるとされる。教師主導で一方的に保育を行うのではなく，子どもが自ら周囲の環境に働きか

け，子どもなりの試行錯誤を繰り返して展開していくことが大切である。そうして活動を進めて

いくことが遊びであり，この遊びそのものが子どもにとっての学びである。

２．本園の保育について

　本園では，子どもたちが好きな遊びを見付け，思う存分取り組むできる保育を行っている。教

師は，その姿を認めながら，更に子どもたちが工夫したり考えを深めたりすることができるよう

に，援助を行っている。子どもたちに身に付けてほしい力をどの遊びを通して指導するのかにつ

いては，一人一人の子どもによって異なる。

　本報告では，年中児の子どもたちの恐竜をテーマにした遊びの様子を追い，その中で子どもた

ちがどのような思いで遊びを考え，進めていくのか子どもの姿についてまとめた。

３．事例

３.1. 恐竜ショー（９月）
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中村　共芳：子どもが自ら遊びを考えつくり出す保育実践

【考察】

　遊びの原動力となるもの，それは「これがしたい」「もっとしたい」という子どもの気持ちであ

ると考える。恐竜が好きな A 児・B 児・C 児の３人は，大好きな恐竜をソフト積み木を使って表し

た。どうしたら恐竜の特徴を表すことができるか考え，積み木の形を利用し組み合わせ，紙に顔を

かいて貼ることを思いついた。教師として，工夫しようとする気持ちや，他の友達に知らせたいな

という思いを大切にしたい。

３. ２. 空き箱で恐竜づくり（１１月上旬）
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　【考察】

　１１月になり，再びソフト積み木で恐竜つくりをする子どもたちの姿があった。ソフト積み

木よりもよい材料はないか考え，空き箱を組み合わせてつくることになった。教師として，よ

り本物を意識した恐竜づくりができるように，図鑑等を用意しておくなど意識した。

３. ３. 恐竜博物館ごっこ（１１月中旬）
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　【考察】

　つくった恐竜を見せたいという思いから，恐竜博物館を開くことになった。空き箱で恐竜を

つくったことにより恐竜の数が増え，以前の恐竜ショーとは形を変えて紹介の場をつくること

ができた。教師として，「見せたい」という思いだけでなく，見に来た友達が喜んでくれるよ

うにと考えて，準備をしていく姿を大切にした。

３. ４. 恐竜展ごっこ（１月）
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　【考察】

　自分が経験したことを，早速遊びに取り入れようとする子どもたちの姿があった。これまで

とは違った，骨格標本をつくるためにはどうしたらいいか考え，新聞紙を使って骨の様子を表

した。教師として，より本物らしくしたいという子どもの思いを受け止め，その思いを形に表

す援助を行うことで，子どもたちが更に意欲を抱くことへとつながっていくと考える。  

４. 子どもが遊びを考えつくり出すということ

　これらの事例のように，自ら考えつくり出していく遊びの中で，子どもたちは「もっとこうした

い」という思いをもち，そのためにはどうしたらよいか，材料や方法について考え，工夫する力を

身に付けていく。また，同じ遊びに関わる子どもたちとの話合いを通して，自分の考えの伝え方，

友達の意見の受け入れ方についても経験をしていく。また，他の友達を自分たちの遊びに誘うとき

には，どのように対応したらよいか，考えていかななければならない。

　教師として，子どもが興味をもったことに自ら関わり，自ら考え，遊びをつくり出していくこと

ができるように，子どもの考えを受け止め，更に引き出すことができるような関わりをしていかな

ければならない。  そして，子ども同士の関わりの場をもつことができるように，必要に応じて話

合いの場を設け，遊びをどのようにしていくのか，自分たちの考えを出し合うことができるように

支援していくことが必要である。
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